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指導案（1）





教科等





・公民科「公共」


Ａ　公共の扉


（3）公共的な空間における基本的原理


自主的によりよい公共的な空間を作り出していこうとする自立した主体となることに向けて，幸福，正義，公正などに着目して，課題を追究したり解決したりする活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。


ア　次のような知識を身に付けること。


(ｱ) 各人の意見や利害を公平・公正に調整することなどを通して，人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安定性の確保を共に図ることが，公共的な空間を作る上で必要であることについて理解すること。


※　本指導案については，現行学習指導要領の公民科「現代社会」及び「政治・経済」において，その目標及び内容に即して工夫することにより，実施することも考えられる。





・自由で公正な社会の担い手として，課題の解決に向けて，自分自身で考え，その意見を積極的に分かりやすく述べたり，自分と異なる見解にも十分配慮して議論をしたりして，多様な意見・利害を公平・公正に調整して合意形成を図ることが，協働の利益を継続して確保するために大切であることを理解させる。





目標





合意形成を図ろう


～どこに橋を作るべきか～








